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	図-1　PCはり供試体の寸法形状（C-6-25-a）（単位:mm）
	腐食させた供試体と健全供試体の、作用せん断力と中央たわみの関係を図-3に示す。腐食させた供試体では、健全供試体と比較して、作用せん断力の最大値が約8割に低下しており、鋼材腐食によりせん断耐力が低下したことを明確に確認することができる。いずれの供試体でも、曲げひび割れ発生から剛性の低下が始まり、たわみが増大した。その後斜めひび割れの発生を経て、載荷点近傍のコンクリートの圧壊に至った。
	図-3　作用せん断力－中央たわみ関係
	腐食させた供試体では、斜めひび割れの発生とともに、せん断スパンのかぶりコンクリートの浮きが確認されはじめ（打音による確認）、終局時には、広い範囲にわたってのかぶりの剥離・剥落が確認された（写真-4）。
	写真-4　載荷終了後のかぶりコンクリートの
	剥離・剥落（白破線の範囲）
	図-5　斜めひび割れ発生荷重の実験値と計算値の比較
	(a) 通電1週間
	(b) 載荷前
	※腐食ひび割れを白線で示す
	(a) 通電1週間
	(b) 載荷前
	図-8　錆汁の進展状況
	※各段階の腐食ひび割れを白線で示す

